
お申込み・お問い合わせ

TEL：018-889-2270

秋田大学 HP：http://www.akita-u.ac.jp

地方創生・研究推進課地方創生・研究推進課

【会　場】 秋田大学本道キャンパス

保健学科棟第 1 講義室
（秋田市本道一丁目 1 の 1）

【時　間】 18:00 ～ 19:30

【定　員】 20 名（要申込）

【対　象】 一般の方・高校生もどうぞ

【受講料】 無　料

【申込締切日】８月２９日（木）

第１回  ９月５日（木）

【小さく生まれた子どもの特徴と養育】
医学部保健学科 母子看護学講座 小児看護学分野

助教　齋藤　雅世

第２回  ９月１２日（木）

【小さく生まれた子どもの
  「嚙む力」と食べ方の支援】
医学部保健学科 母子看護学講座 小児看護学分野
教授　平元　泉

第３回  ９月１９日（木）

【小さく生まれた子どもの
  成長・発達の特徴と運動の支援】
医学部保健学科 母子看護学講座 小児看護学分野
講師　大高　麻衣子

第４回  ９月２６日（木）

【脳性麻痺児に対する理学療法】
医学部保健学科 理学療法学講座

助教　木元　稔

小さく生まれた子どもを支える小さく生まれた子どもを支える小さく生まれた子どもを支える
令和元年度秋田大学公開講座令和元年度秋田大学公開講座令和元年度秋田大学公開講座

　日本の出生数は2016年から３年連続で100万人を下回っていますが、その中で低出生体重児（出生時体重2,500g未満）の
割合は2018年には9.5%と約1割を占めています。低出生体重児の中にはNICUに入室するために母子分離を余儀なくされるケー
スがあり、保護者の方々は大きな不安を抱えていることがあります。特に出生時体重1,500g未満の場合は、学齢期以降も身
体発育や運動・言語の発達に対する不安を抱いていると言われ、地域全体が小さく生まれた子どもへの理解を深め、育児を
支援することが望まれます。
　本講座では、NICUでの看護経験や小児理学療法の経験を持つ教員が発達支援の実際について紹介し、咀嚼機能や成長・発
達の状況からみた支援のあり方について解説を行います。



令和元年度秋田大学公開講座

小さく生まれた子どもを支える

     

第 1回
９月５日（木）
18:00 ～ 19:30

第２回
９月１２日（木）
18:00 ～ 19:30

第３回
９月１９日（木）
18:00 ～ 19:30

第４回
９月２６日（木）
18:00 ～ 19:30
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秋田大学医学部保健学科
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低出生体重児（いわゆる未熟児）の
特徴とNICU での日常生活の養育の
実際について紹介し、ケアの一部に
ついて実技を入れながら説明します。

乳幼児の咀嚼機能の発達、特に小さ
く生まれた子どもの咀嚼機能の特徴
と食べ方の支援について、咀嚼機能
の評価の実技を入れながら説明しま
す。

小さく生まれた子どもの成長・発達
の特徴と運動の支援について、運動
機能評価やストレッチ体操の実技を
入れながら説明します。

小さく生まれた子どもでは、脳の障
害により脳性麻痺となる場合もあり
ます。脳性麻痺児に対する医学的リ
ハビリテーションについて、動画で
の解説も入れながら説明します。

〔会場案内図〕


